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大麻規制のあり方に関する
第 1回及び第 2回の議論の振り返りについて (概要 )

1 医療ニーズヘの対応

Eコ 一 本

| まれるTHCの残 定、明 しイ● t__

ていくべきではないか。その際、限度値への適合性について

製造販売等を行う事業者が担保することを基本とし、併せ

て、買い上げ調査等を含めた行政による監視指導等により対

応する。

4.適切な栽培及び管理の徹底

3.大 麻の適切な利用の推進

●現行法の繊維又は種子を採取する目的に加え、新たな産菫利

用やCBD製品二係る原材料の生産、医療用E型の用途に向け
た生産についても栽培の目的として追加することを検討すべ

き。

●現行用途及び新たな産業用途 (医療用原料用途を除く)の大
麻草の栽培について、0.2%のような海外の事例等を踏
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3:え 、

大麻草のTHC含有量の上限値の設定を検討。

●墨量宣理について欠格事由以外の基準が設けられておらず、

一定璧度明確化していくべき。低下HC含有量の大麻草の栽培
の免許権者について検討するとともに、医薬品原料用途の栽

培は、国による管理を基本として検討すべき。

● 低THC含有量の大麻草の栽培について、現行より宣裁培し
への適やすい環境や 許制度を検討するととも | に 、

/ヽ

については種:二匡関立二嵯理壁箋理型奎墓生襲を原則としてい

くべき。

●国際整合性を図り、医療二一ズ {|

大麻から製造され薬機法に基づく

こ対応する観点から、

承認を得た医薬品につ

いて、その輸入、製 び施用を可能とする (大麻取締

法第4条では、大麻から製造された医薬品の施用、交

付、受施用を禁止していることから、当該第4条等の関

係条項を改正する)

2 薬物 乱用への対応

除 麻 の 伸 用を禁 1ト● 医薬品の柿用 U柿用等を き、大
(いわゆる「使用罪」を創設 ) する方向で検討を進めて

いくべきではないか。その際、弓|き続き、薬物乱用者に

対する 復支援の対応を推進し、薬物依存症の治療等をロ

含めた再乱用防止や社会復帰支援策も併せて充実させる

べきではないか。

● の の による
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した重制を導入する方向で検討を進めるべきではないか。

第 2回小委員会

第 3回小委員会

(令和 4年 6月 29日 )及び
(7月 29日 )審議事項 1



3.大麻の適切な利用の推進
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大麻取締法の概要について

大麻の定義を規定
大麻取扱者 (大麻栽培者及び大麻研究者)免許制とし、大麻の取扱い (栽培、輸入 。輸出、譲渡・
譲受、所持等)についても制限
大麻の用途を学術研究及び繊維・種子の採取だけに限定

△巫から製造主:れた医薬品の施用禁止

 ゝ ●

第 1条 この法律で「大麻」とは、大麻
草 (カンナビス・サテイパ・エル)及び
その製品をいう。ただし、大麻草の成熟
した茎及びその製品 (樹脂を除く。)並
びに△墜草の種二及び二の製量生塗生。

○大麻に含まれる主な成分
THC・ ・・幻覚等の精神作用を示す成分。

化学合成されたものは、麻薬
として規制。

CBD・ ・・物質としては規制されていない。
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規制対象

花穂

葉・未成熟の茎

成熟した茎から
分離した樹脂
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種子

成熟した茎
(樹脂除く)
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大麻草の利用用途について

大麻草は非常に多くの用途があり衣・食・住。医療。エネルギーな脚冨広く利用されている。
伝統的な繊維利用に加え、近年、バイオマスプラスチック等にも活用されている。

●食品

●食用油

●化粧品

●石鹸

●医薬品

●肥料

●飼料

【茎の皮】

●ロープ

●糸

●織物

●じめ縄 (神道儀式)

【茎の芯 (おがら)】

●バイオマス燃料

●住宅用建材

●プラスチック (自動車部品等)
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○ 米国では様々な種類のCBD製品が流通しており、我が国にも輸入され、食品や化粧品として流通している。
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)t/t,tv (Capsules)

食品

・飲料 (Drinks)
・チョコレート (Choco:ate)
など

チンキ (Tincture)

外用 (Topicals)

(https://ministrvofhemp.com/ jlJ 11ffi)

CBD製 品 につ い て
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(Gummies )
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Hemp栽培で許容される丁HC濃度や大麻製品中で許容される丁HC濃度は各国毎に規定

H璽軍墨菫で許査され登菫田
。2021年6月 28日にフランス国会議長府に登録された大麻の様々な用途の規制と影響に関する報告 (R6glementation et
impaCt deS diff6陀 nts usages du cannabis Rapport final)に おいて、各国における大麻 (hemp)由来製品中の△9-THC
の限度値が調査され、取りまとめられている※1。

ドイツ

オーストリア

フランス

イタリア

チェコ

0.296

0.396

0。296

0.696※ 3

0.396

0.005 mg/kg(飲料)、 5m9/kg(オイル)、 0■ 5 mg/kg(その他)※ 2

0%(食品、e」 iquid、 化粧品類)

2 mg/kg(サプリメント)、 5 mg/kg(種子由来のオイル)※ 2

03%(産業用)

ハ
０

Hemp栽培で許容されるTHC濃度 最終製品中に許容されるTHC濃度 (例 )

※ 1報告書公表以降基準が変更されている可能性がある。※ 22018年時点 ※306%を超えない場合、イタリアの麻薬法に責任を負わないとされている。

EUにおける丁HC濃度に関する法規制について



3 大麻の適切な使用の推進に向けて

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

○大麻に係る部位規制から成分規制へと原則を変更することに伴い、法令上、大麻由来製品に含まれる

丁HCの残留限度値を設定、明確化していくべきではないか。なお、その際、当該限度値への適合性に関
しては、医薬品とは異なり、食品やサプリメント等であることを踏まえ、製造販売等を行う事業者の

責任の下で担保することを基本として、必要な試験方法も統一的に示すべきではないか。

○ 一方、残留する成分の特性上、「野放し」となることがないよう、買い上げ調査等を含め、行政によ

る監視指導を行うべきである。なお、限度値を超える製品は「麻薬」となるため、所持、使用、譲渡

等が禁止されることとなる。

○ その際、⊂BD製品中のTH⊂残留限度値については、栽培する大麻草に係る丁HC含有量とは位置付けが異
なることに留意した上で、欧州における規制を参考に、保健衛生上の観点から、THCが精神作用等を発
現する量よりも一層の安全性を見込んだ上で、尿検査による大麻使用の立証に混乱を生じさせないこ

とを勘案し、適切に設定すべきではないか。

○ また、⊂BDについては、酸及び熱を加えることにより、一部が丁HCに変換するという知見もあるが、現
行法においても無免許で麻薬を製造する行為は麻薬製造罪違反に該当することから、その取締りを徹

底するなど、必要な対応を検討していくべきではないか。

○加えて、TH⊂A(丁HCカルボン酸)といつた成分については、それ自体では丁HCと同様の精神作用はな
いものの、電子たばこ器具のような通常使用する様態で、高温で加熱等して吸引する場合など、容易
に丁H⊂に変換し、丁HCを摂取することが判明しており、これらの成分に対し、麻向法等において必要な
対応を執ることが可能となるよう、引き続き、検討すべきではないか。同時に、調査・研究を進め、

同様の麻薬成分の前駆物質に対して適切な対応が可能な仕組みを検討すべきではないか。
７
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4.適 切な栽培及び管理の徹底

（
０



出典 :厚生労働省 ホームページ

【岐阜県】 3名

全国 27名  ※R3.12.31時点

【福島県】 3名

【主な栽培目的】
>地元の祭事・神事
>大嘗祭への献上品 等

【滋賀県】2名

【群馬県】2名

０
）

【三重県】1名

大麻栽培者の全国分布について
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【岩手県】1名

【宮城県】1名

【栃木県】12名
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【長崎県】1名



大麻栽培免許者数 と栽培面積の推移 について

40,000 6000

37′313名

3s,ooo 4,916ha 過去10年の推移

大麻栽培者数

(人 )
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令和2年における大麻栽培者数は30人、栽培総面積は7ヘクタール。

国内における大麻栽培は、主に、神事等の利用を目的とした繊維採取、祭事等の利用を目的としたおがら採取などがある。

大麻の部位別国内採取量

2,194.0

404.4

種子

11,780.1

おがら

0 2,000     4,000 6′000     8,000

日採取量 (k9)

10,000    12,000    14,000

神戸山王ま⊇ユ

・1978年に岐阜県重要無形民俗文化財に指定

。たいまつには大麻草のおがらが使用される

引用先 神戸町ホームページ
https://wwwiown.godo.gifu」 p/event/event02.html

引用先 :厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻栞対策課発行 麻薬・覚醒剤行政の概況 (2022)

11

国内 における大麻生産の状況 について
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大麻栽培者が栽培する大麻草の収去検査について

調査 概 要

＞

＞

＞

＞

＞

目的 :全 玉 の大麻栽培免許者が栽培する大麻草のTHC含有量を明らかにするため
対象県 :10県 (岩手県、宮城県、福島県、栃木県、群馬県、岐阜県、二重県、滋賀県、佐賀県、長崎県)
大麻栽培免許者数 :26名
期間 :令和 3年 8月～令和 4年 1月
検体数 :240検体 (花穂120検体、葉120検体 )

> 総THC平均値 (※ 1):花穂 1.071%、 葉0.645%
> 総THC最大平均値 (※ 2):花 穂 1.553%、 葉1.036%
> 総丁HC最小平均値 (※ 3):花 穂0.611%、 葉0.293%
※ 1総THCとは丁HCとTHCAの和 (THC換算 )。
※ 2総THC最大平均値とは各大麻栽培免許者から収去した検体のうち、最も総丁HCが高かつた検体の平均値。
※ 3総THC最小平均値とは各大麻栽培免許者から収去した検体のうち、最も総THCが低かつた検体の平均値。

雌株の花穂

」 ■

調 査 結 果
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雌株の葉
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(参考)国内で乱用されている乾燥大麻のTHC含有量の 平均値は11.2%



EUでは、麻としての農業生産に対する助成対象の基準として、丁HC濃度0.2%以下と規定。

堕盛対象の塁塑
。E∪ Regulation 1 307/2013に おいて、麻の栽培への助成の適格性を判断する基準として、.「使星される墨種の工l笙宣

宣重□己菫L:2堅」生量二重21」墾□盤望≧み」__と規定
。なお、2023年 1月から施行される新しいthe common agricultural po‖ cy(CAP)の中で、EU regulationが EU
Regulation 2021/2115と して見直され、基準が0.2%が0.3%に改められる見通し

EUでの規制

米国での規制

米国では、2018年に農業法において、「乾燥重量で丁HC濃度0.3%以下の大麻草、種子、抽出物等」をHempと
定義 (0.3%超をMaruuanaと して定義)、 Hempに関しては、国内での生産を合法化している。

● 栽培者については、ライセンス (最長3年間有効)を必要としているほか、過去10年以内に規制薬物に関連
する重罪を犯した場合は取得不可としており、また、嗜好用途 。医療用途のMa●uanaの栽培は不可として
いる。
● 生産者は、生産したHempに含まれるTHC濃度について、収穫予定日の15～30日前にDEAにより登録された
ラボで測定することが求められており (=農場において検査を行う方式)、 検体のサンプリングについて
も、USDAの承認を受けた機関等が行うこととしている。
● 制限値 (バッファを考慮して許容可能な濃度を1.0%と定めている)を超えるTHC濃度が検出された場合、原
則、処分を求めているが、再検査で認められたものは流通可能としている。また、制限値を超える過失が 3

になると、 5年間の免許剥奪となる。□

海外 における丁HC濃度 に関する栽培規制について



見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

ア)栽培の目的・用途について

14

4 大麻草の適切な栽培及び管理の徹底 について③

○現行法の繊維もしくは種子を採取する目的に加え、新たな産業利用やCBD製品に係る原材料の生産を念
頭においた用途 。目的について、栽培の現状や二一ズを踏まえつつ、これらの目的を追加していく方
向で検討を進めていくべきではないか。

○ また、現行法では認めていない医薬品原料の用途に向けた栽培について、今後、新たに大麻由来の医
薬品の研究開発が行われる可能性を念頭に、これを目的とする栽培についても追加していく方向で検
討を進めていくべきではないか。

イ)THC含有量に応じた栽培管理のあり方について

○現行用途及び新たな産業用途の大麻草については、丁HC含有量が多い必要性はないと考えられる点に鑑
みると、海外の事例も踏まえつつ、丁H⊂含有量に関する基準を設定する方向で検討を進めていくべきで
は な い か 。

○具体的な基準については、国内で多く栽培されている品種の現状、0.2%のような海外の事例等を踏ま
えつつ、大麻草の花穂・葉の丁HC含有量の上限値を設定することを検討すべきではないか。

○ その際、現行、栽培されている大麻草のうち、THC含有量が多い品種に係る取扱いについて、現状、極
めて少数となつている栽培者数等の現状を踏まえつつ、必要な経過措置を設け、その間に必要な品種
の切り替え等を促すことを含め、検討すべきではないか。



4 大麻草の適切な栽培及び管理の徹底 について④

○上記イ)における、 丁H⊂含有量に関する上限に照らし、繊維及び種子の採取、新たな産業利用やCBD
製品に係る原材料の生産を念頭においた産業用途を目的とする場合、低THC含有量の大麻草栽培である
ことや、現行の繊維及び種子の採取に係る栽培免許が都道府県の自治事務であることを踏まえ、引き

続き、免許事務の主体について検討を進めるべきではないか。

○ その際、 THC含有量に関する上限を超える大麻草の栽培は、医薬品原料用途が想定されることから、
実際に原料を使用するのが麻薬製造業者 (厚生労働大臣が免許権者)であること等を踏まえつつ、国
(厚生労働大臣。具体的な実務は地方厚生局麻薬取締部が担当)による管理を基本として検討してい
くべきではないか。

○ また、栽培に係る免許と同時に、品種改良などの研究栽培を行う研究者の免許についても、大麻草の
丁HC含有量との関係性も含めて検討すべきではないか。

後、低丁HC含有量の大麻草の栽培が拡充する中で、海外の低下HC品種の種子を輸入する形態も想定さ
ることから、発芽可能な海外産の外国登録種子の適切な輸入管理について検討すべきではないか。

〈フ
一牡

○
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見 直 しの 考 え 方 ・ 方 向 性

ウ)栽培管理に関する基準の明確化について

○現行法では、栽培管理については、欠格事由以外、免許付与に係る基準を特段設けておらず、事務を

担う都道府県にとつても判断材料に乏しい状況となつていることから、上記イ)の丁H⊂含有量に関する
上限の検討とともに、栽培管理のあり方についても、現状等を踏まえつつ、一定程度明確化していく
べきではないか。



4 大麻草の適切な栽培及び管理の徹底について⑤

見 直 しの 考 え 方 ・ 方 向 性

工)THC含有量が少ない品種に関する栽培管理のあり方及びその担保を行う仕組みについて

【栽培管理のあり方について】
○上記ウ)の検討と相まつて、栽培管理のあり方について明確にしていく際、丁H⊂含有量が少ない品種に
関しては、乱用防止を前提にしつつ、現行よりも栽培しやすい環境を整備していくべきではないか。

○具体的には、現行法では、毎年、栽培者免許の更新を求められているが、上記の場合、一定の免許期
間 (海外の例を踏まえつつ、 3年間程度)を付与することを検討すべきではないか。

○栽培管理に関する基準については、国内の一部の都道府県が免許基準としているような高いフェンス
で畑を回むことや、監視カメラを設置するなどのセキュリテイ要件について、欧米では、低下HC品種の
大麻草栽培において、栽培地を届け出るような対応の他、特段の厳しい防犯上の栽培管理を行つてい
ない状況である。欧米の例を参考に、丁H⊂含有量が少ない大麻草については、乱用に供されるリスクも
低いため、栽培管理規制を全国的に統―的なものとしつつ、より栽培しやすい環境を整備すべきでは
ないか。 一方、丁H⊂含有量が少ない大麻草であつても、花穂や葉などが外部に流出しないよう、処分
に係る管理を徹底すべきではないか。

○ 一方、医薬品の原料用途を含め、THC含有量が多い品種の栽培に関しては、厳格な管理を求めるべきで
は な い か 。
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4 大麻草の適切な栽培及び管理の徹底について⑥

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

【THC含有量の担保について】
○丁HC含有量に応じた栽培管理を行う場合、特に丁HC含有量が低い品種に関して、その継続的な担保が必
要となり、具体的な担保に当たっては、 玉 内外の事例を踏まえると、種子に関する管理を徹底する方

式 (品種登録方式)と収穫前の検査を徹底する方式 (収穫前検査方式)が考えられる。

○栽培、収穫時に含有量が基準超過となり、出荷できなくなるリスクを踏まえると、品種登録方式を原

則としていくべきではないか。ただし、同方式については、一定の栽培者数があり、種苗会社、農業

試験場等の種苗管理と供給が安定的に可能な主体があつて可能となることに留意しつつ、現行の栽培

環境を結果的により悪化させない方向で必要な方策に関する検討を重ねるべきではないか。

17



参考資料①

大麻の適切な利用の推進関係
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大麻使用の立証に関する科学的知見の整理について ①

薬物事犯での薬物使用の立証は、過去の判例等に基づき、被疑者の尿を採取し、鑑定するこ

とにより行つている。このため、大麻使用事犯においても、大麻使用後の尿中の大麻成分の挙

動を把握しておくことが重要である。

抱合体 (グルクロン破 ) 抱合体 (グ ルクロン酸)

| |

‐→ ‐→

THCは体内に摂取された後、代謝され、THC代謝物
(THC‐C00H‐glu)として尿中に排泄されることが知ら
れており、使用の立証には、THC代謝物のTHC口C00Hを
定量する。一般的にTHC摂取後 1週間程度、検査可能な
量が尿中に排泄されるが、常習者においては、 3ケ月を
超えて検出される例があることが知られている。

11‐ヒドロキシ■■THC

(CH2)aC(X)H

3.    5'

OH(田銀のヒドロキシ体 )

11-オ キソ‐△'THC

↓

辞 THC‐ 11‐カルボン酸
9α.10α―エポキシ‐THC

8α ,11‐ジヒドロキシ■■THC

|

抱合体

(グ ルクロン酸)

|

大麻の尿 中排泄の様態

1.

‖
0(オ キソ体)
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大麻使用の立証に関する科学的知見の整理について ②

げ受動喫煙 と能動 煙 の 識 il

これまでの知見から、喫煙者に比べて一般に受動喫煙では、尿中に現れるTHC代謝物の
濃度は低く、測定時の濃度により、喫煙者と受動喫煙の区別は可能である。

CBDオイル等の食品からのTHCの摂取可能性

CBDの経口摂取により、生体内では胃液や肝臓の代謝により、THCには変換されないとさ
れる。純粋なCBD製品の摂取では、尿中にTHC代謝物が検出されることは否定的な結果が得ら
れているため、CBD製品の撮取でTHC代謝物が検出されるのは、THCが製品に混入する場合と
考えられる。
経口又は吸引で、THCがmg/日単位で摂取されると尿中には確実にTHC代謝物が検出され
る。一定期間運用しても確実に検出されないTHCの摂取量は、さらに低濃度の水準となる。

,'1
目

□ 製 品の THC残 留基 準経 口摂

EUでは、THCの摂取許容量として、THCの急性参照用量 (acute reference dose′ ARfD)
l μg/kg体重を基準にして食品等のTHC残留基準を定めており、その安全性評価を参考にし
た製品のTHC残留基準を設定すべきではないか。
※  「ヒトがある物質を24時間またはそれより短い時間経口摂取した場合に健康に悪影響を示さ
ないと推定される一日当たりの摂取量」

20



大麻使用の立証に関する科学的知見の整理について ③

CBDは、有害な精神作用を有しない大麻草由来物質として知られている。
CBDのみ摂取 (経口、ベイプ吸煙)では、生体内代謝があつても、尿からTHCを明らかに使
用したといえる水準の濃度では検出されていない。
CBDに対して、酸及び熱を加えると製遣設備がなくてもTHCへの変換が可能と示唆された。
一方、電子タバコのベポライザー加熟・吸煙条件では、CBDからTHcが生成する可能性は否
定されており、また、人での吸煙試験では血液中でも検出できる程度にはTHC変換されず、
尿中でTHCの摂取を確認するには至らないことが示されている。

CBDのみの摂取では、THCに変換されることはないといえるのではないか。
一方、CBDに意図的に酸及び熱を加えると、―部がTHCに変換されること※も知られて
おり、これに対して必要な対応をすべきではないか。
※現行法でも無免許でTHC(麻薬)を製造する行為は麻薬製造罪違反となる。

THCに変換されるカンナビノイ ドに関する調査・研究を進めるべき。

21

有害性のないCBDが 、使用時にTHCに 変換されることはないか①



大麻草におけるカンナビノイドの生合成 (抜粋 )

C02

近年では,CBD,THC以 外にも,CBG,
CBC,CBNなど様々なカンナビノイドを
主として含有する製品も存在

OH

CBG

02

`
ン/geranyldiphosphate

OH O

CBGA
H

olibetolic acid

ヽ

OH

CBDA

H

、、H

THCA

OH

CBNACBCA

H

CBD

C02‐

、、H
H

H

Ae-THC

フレッシュな大麻草では9●
95%程度がカルボン酸体とし
て存在

02

l

ヽヽ

t

、ヽヽ C02
1

ヽ
l

ヽヽ
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大麻使用の立証に関する科学的知見 (THCに変換される物質 )

大麻使用事犯における大麻使用の立証では、大麻使用後の尿中の大麻成分の挙動を把握しておくことが重要となる。

体内に△9-THCが取り込まれる又は体内で△9-THCが発生する場合、△9-THCは代謝を受けてTHC代謝物 (THC―COOH―

91u)として尿中に排泄される。

その他にも、△9-THCと は異なる物質 (カンナビノイド)で、それ自体に有害作用がなくても、生体内に取り込まれ
る直前に又は生体内において容易に△9-THCに 変換される物質の出現も懸念される。

また、前回委員会でも、CBDに強酸を加えて熱すると一部が△9-THCに 変換されることが懸念された。

(※当該行為は麻薬製造罪にあたる。)

1.麻向法では、「麻薬向精神薬原料」を指定して、その製造、輸出入、流通を監視しているが、麻薬そのものには該当
せず、業務届出や輸出入時の届出による規制のみであることから、上記のような物質の所持・使用の取締に効果的に

活用することは困難。

2.新しい制度的対応を検討してはどうか。
① 例えば、△9-THCAのように、それ自体に麻薬と同種の有害作用のない物質でも、通常の使用環境において容易に
麻薬成分に変換されて体内に取り込まれる、又は、生体内で麻薬成分を生成する物質であって、濫用のおそれがあ

るものを、麻薬成分の「前駆体」として麻薬成分と同様に指定して規制する (前駆物質規制)。

② CBDについては、強酸及び加熱条件で△9-THCを生成する場合は、麻薬製造罪としての取締りの強化を検討する。

対応  (前 駆物質規制 )

23

未加工の植物としての大麻草の中では、90-95%力ヽ9-THCで はなく△9-THCAとして存在しており、△9-THCA自体には

大麻様の有害作用はない。△9-THCAは、市販の電子タバコデバイス使用時の加熱条件のみで速やかに△9-THCに変換され

るため、△9-THCが体内に取り込まれ、THC代謝物として尿中に排泄されることになる。



参考資料②

医療
=―ズ
ヘの対応

薬物乱用への対応
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lE EDidiO:eX(エピデイオレツクス)とは

英国のGW Pharmaceuticals(GWフアーマシューティカルズ)社が開発した
医薬品で、「大麻草」を原料として、抽出・精製された大麻成分CBD(カンナビ
ジオール)を主成分とする経口液剤。

2.承認 での経過

○平成30年6月 25日 米国FDA(食品医薬品局)は、Pharmaceutical社のEpidiolexを、
重度のてんかん症イ!柔君羊であるレノックス・ガストー症イ1民君羊とドラベ症イ1柔君羊の治
療薬として承認

G'W Pharriaceuticalネ土は卦(国でEpidiolexを発売○平成30年 11月 1日

○令和元年9月 23日 欧ナlll委員会 (European Comrllission)は Epidiolexをレノックス・

ガストー症候群とドラベ症候群の治療薬として承認

○令和 2年 8月 米国FDAは、Epldiolexを結負価′1生石更化症の,台瘍尋:緊として澤て言忍

3 日本の状況

○「Epidiolex」は、大麻草の規制部位から抽出されたものであり、大麻取締法に基づく大麻製品であること

から輸入が原則禁止される。また、施用、受施用は禁止されている。
なお、大麻から製造された医薬品の国内での治験は、現行の大麻取締法においても可能。

25
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条約
規制
カテゴリー

カテゴリーの概要 規制の強さ 規制物質 (旧 ) 規制物質 (新 )

1961年

の麻薬
に関する

単一条
約

Ⅳ

I
乱用のおそれがあり、悪影響
を及ぼす物質

IとⅣの規制は

同じ

■

■ |

ヘロイン等

大麻

大麻樹脂

■_ ~‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~~‐‐~~~‐‐~‐‐‐‐‐
t‐
¨

|

大麻

大麻樹脂

コカイン
あへん
モルヒネ薔

Ⅱ

1に次いで乱用のおそれが
あり、悪影響を及ぼす物質

コデイン等 コデイン等

乱用のおそれがなく、悪影響
を及ぼさない物質の製剤

コデインの
■剤薔

コデインの
目剤●

可決されたWHO勧 告による国際条約におけるカテゴリーの変更について
WHOの専門家会合による勧告に基づき、2020年 12月 、国際麻薬委員会会合により、麻薬単一条約における大麻の医療
上の有用性が認められ、カテゴリーが変更 (ただし、大麻の規制内容自体に変更はなし)

Iの中でも特に危険で、医療
上の有用性がない物質

ヘロイン等

:…
… …
~…

… … … …
¨ ~~

l

l

l

:

:

:

:

1

:

:

:

:

:

変 更
:

:

1

1

コカイン
あへん
モルヒネ等

Ⅲ
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1 医療ニーズヘの対応 (大麻由来医薬品に係る取扱い② )

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

○ 国際整合性を図り、医療ニーズに対応する観点から、以下の方向性で見直しを図るべきではないか。

・大麻から製造された医薬品であって、有効性・安全性が確認され、医薬品医療機器等法に基づく承認を

得た医薬品について、その輸入、製造及び施用を可能とすること

,大麻取締法第4条においては、大麻から製造された医薬品の施用、交付、受施用を禁止していることか

ら、当該第4条等の関係条項を改正すること

・他の麻薬成分の医薬品と同様、大麻及び大麻成分についても、麻向法に基づく麻薬製造・製剤、流通、

施用に関する免許制度等の流通管理の仕組みを導入すること

○ その際、「大麻を使用してよい」といつた大麻乱用に繋がるような誤つた認識が広がらないように留

意するとともに、大麻由来の医薬品を麻向法における麻薬の流通管理に移行していくに当たり、当該

医薬品が麻薬となる場合に、医薬品の製造製販業者や医療関係者においても、麻薬として適正に管理

されるよう薬剤の管理を徹底していくことや、患者にとって負担にならない円滑な施用や薬剤管理の

あり方を検討していく必要があるのではないか。

○ なお、現行の大麻取締法において実施している大麻から製造された薬物に係る治験については、治験

参加者に対しても当該薬物の厳重な管理を求められているが、制度見直し後においては、他の麻薬と

同様の水準での管理に留まる点を含め、円滑な施行が可能となるよう、十分な周知・徹底を図るべき

ではないか。
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薬物事犯検挙人員の推移について

薬物事犯全体の検挙人員は、昨年より減少したが、近年横ばいで推移

大麻事犯の検挙人員は、8年連続で増加し、過去最多を更新

麻薬事犯の検挙人員は、過去10年で最多
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【大麻濃縮物押収量等の増加】
・大麻濃縮物とは、大麻の有害成分であるテトラヒドロカンナビノー
ル (THC)を高濃度で含む大麻ワックスや大麻リキッド等の総称。
。米国司法省麻薬取締局 (DEA)では、大麻濃縮物という概念はな
く、大麻抽出物として、大麻草由来の 1種又は複数種のカンナビノ
イドを含有する抽出物、但し大麻草から分離した樹脂 (生成済みか
否かを問わない)を除くと定義されている。
・次の 【図 1～ 3】 のとおり、大麻樹脂に係る送致件数 。人員は横ば
い状態であり、押収量は年によつて上下している。一方、液体大麻
に係る検挙人員 件数及び押 が明らかに急増している。

出菫_LO立ム型W.=奎望工盤L堕■型とO凶』01t立笙1立塑44∠2里●4E聖逸毬ユエ壼■91t o(3‐匹笙ユ曼8」国EttLロェ!huand tttrac,

【図 1】
'夜
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出典 厚生労働省監視指導・麻薬対策課発行 麻薬・覚醒剤行政の概況 (2022)
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大麻濃縮物押収量等の増加 について

【図 2】
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大麻密輸事件の現状について

【大麻密輸事件の特徴】

/乾燥大麻が減少し、大麻リキッド (液体大麻)の密輸が増加している。
/大麻リキッド (液体大麻)の隠匿方法力注百妙化している。
/送付先を空室宛にしたり、事情の知らない第三者を受取人とするなど密輸手口が悪質。
/シ∃ットガン方式で密輸し、ある程度摘発されても密輸組織側のダメージが少ない。
/輸 入された薬物を受領できない場合でも密輸組織側が薬物受領をあきらめるのが早い。
/コントロールド・デリバリー捜査 (CD捜査)を活用するも、事犯解明が困難な事件が多い。

【カートリッジ入り大麻リキッド】【ワインボトル内に大麻リキッドを隠匿した事例】 【はちみつの瓶内に大麻リキッドを隠匿した事例】

′
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画像提供 関東信越厚生局麻薬取締部   30
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インターネッ トを利用 した密売事犯について

広告掲載(概要) 密売組織  広告掲載(詳細)

インスタント
メッセンジャー

②

閲覧 誘導

客

①

【SNS広告掲載例】

9
お●ようこさいます ,

ソーシヤノι蒻トット
ワークサービス

インターネツト領域

ea
↓

|

Θ ●
薬物代金決済 ("④

■
■
■
■
■

一
一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一

薬物受領

薬物発送

避

【巧妙化する薬物密売の流れ】

① SNS(ソーシャルネットワークサービス){こ薬物密売広告 (概要)を掲載して購入客を募る
② 購入希望者について秘匿性の高いインスタントメッセンジヤーヘ誘導して商談 (薬物種、量、金額等 )
③ 秘匿性の高い外国の暗号資産取引業者などを指示して、客に薬物代金決済を行わせる
④ 発送者の特定が困難な配送手段で薬物を客の指定住所へ発送

【lM広告掲載例】
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◎栽培 (件数 0人員 の推移

件数 206 204 287 283

[ Cコ

人 員 183 215 269 278

出典 :警察庁、厚生労働省、海上保安庁 (厚生労働省集計)調べ

●インターネットの普及 → 栽培方法・種子 0栽培器具等の情報 → 栽培の容易化

●輸送連絡網の発達 ⇒ SNS等で注文 → 全国各地へ配送  → 栽培事犯の広域化

ｎ
＝
力
″◎

H30

●秘密裏に栽培可能 → 自己完結型栽培 → 犯罪の潜在化 → 栽培事犯の増加
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国内 にお ける大麻栽培事犯の動 向 につ いて
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各国とも大麻の生涯経験率が最も高い。
日本における違法薬物の生涯経験率は、諸外国と比較して低い。

特に大麻については、欧米では20～40%台であるのに対し、日本では1.4%と圧倒的に低い。
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3.1

25

(%) L:型■01
フランス   | イタリア

76

2.8

292

98

103

415

日本

1.4

0.2

※ 対象年齢
フランス・トイツ・イタリア・イギリス・日本15歳 -64歳 /アメリカ12歳以上 /カナダ15歳以上

※ 調査年
フランス・イタリア・イギリス・アメリカ2014年 /ド イツ・カナダ2012年 /日 本2021年

× 調査方法 (日 本)
無作為に対象者を選定し.戸 別訪問.郵送返送.インターネット回答のいずれかの方法
により調査を行い.薬物の生涯経験率等を調査した。(対 象者数■000人 .有効回答数3.476人 )

73

48 0.3

4.4 0.3

く出典>
平成28年 度厚生労働科学研究費補助金「危険トラッグを含む薬物乱用・依存に関する国際比

較研究」 和田清

令和3年度 嶋根卓也 厚生労働行政推進調査事業■補助金 「薬物乱用・依存状況の実態
把握と薬物依存症者の社会復帰に向けた支援に関する研究」
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各国 (G7)に おける違法薬物の生涯経験率の比較について

442

29.2

9.4

カナダ

※フランス・ドイツ・イタリ
ア・イギリスのデータ
「欧州薬物及び薬物嗜癖
監視センター (EMCDDA)」

によるもの。
同センターは、毎年EU加

盟国から送付されるデータ
を集約・分析・標準化して
いる。

※アメリカのデータ
NSDUH(National Survey

on Drug uso and Hoath)に

よるもの。

※カナダのデータ
CADUMS(Canadian
Alcoholand Drug uso

Monrtoring Survey

によるもの。
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大麻の使用罪に対する認識調査について (R1/R2)

調査概要

大麻取締法において使用罪が規定されていないことの認識及び大麻の使用罪が規定されていないことと大麻を使用したこととの関

係について、厚生労働省と警察庁との間で協議し、警察庁において調査を実施。

令和元年10月 1日から11月 30日までの間に、警察において、大麻の単純所持で検挙された者631人

令和 2年 10月 1日から11月 30日までの間に、警察において、大麻の単純所持で検挙された者748人

>

大麻取締法において使用罪が
夫見定されていないことの言忍言哉

不 明
4.3%
2.4%

fr;rt;h'.t= J, 20.9%
5.4%

大麻の使用罪が規定されていないことと大麻を使用し
たこととの関イ系 (「矢日つていた」とロ 答:した人に対する
調査結果 )

その他■i澄

知っていた 74.8%
82.2%

禁止されているか否かに関わらず、

大麻を使用した

大麻の使用に対するハードルが下がつた ||||』
5fξ
7%

大麻を使用する理由となつた |IL5ァ亀

73.3%
678%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 600% 70.0% 80.0%

0.0。6    20.0,6

●令和元年

400,6   600%

■令和2年

80.0%  100.0%

■令和元年 ■令和 2年
警察庁調べ
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調査対象者
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薬物犯罪の主な法定刑の一覧について
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2 薬物乱用への対応 (大麻 用に係る対応のあ り方④ )

ア)大 麻使用への対応について

○大麻取締法の大麻の単純所持罪は、大麻の使用を禁止・規制するために設定されているにもかかわら

ず、大麻に使用罪が存在しないことのみをもつて大麻を使用してもよいというメッセージと受け止め

られかねない誤つた認識を助長し、大麻使用への八一ドルを下げている状況がある。これを踏まえ、

若年層を中心に大麻事犯が増加している状況の下、薬物の生涯経験率が低い我が国の特徴を維持・改

善していく上でも、大麻の使用禁止を法律上明確にする必要があるのではないか。

○ そのため、他の薬物法規と同様に成分に着目した規制とし、大麻から製造された医薬品の施用を可能

とするに当たり、不正な薬物使用の取締りの観点など、麻向法に基づく麻薬に係る取扱いと整合性を

図る観点から、大麻の使用に対し罰則を科さない合理的な理由は見いだしがたく、医薬品の施用・受

施用等を除き、大麻の使用を禁止 (いわゆる「使用罪」を創設)する方向で検討を進めていくべきで
は な い か 。

36

見 直 しの 考 え 方・ 方 向 性

○ また、大麻の乱用による短期的な有害作用、若年期からの乱用によって、より強い精神依存を形成す

るなど、精神 。身体依存形成を引き起こす危険性があることから、乱用防止に向けた効果的な施策が

必要となる。大麻に依存を生じるリスクがあることも踏まえ、乱用を早期に止めさせるという観点か

らも、大麻使用に対するペナルティーを明確にする必要があるのではないか。



ア)大麻使用への対応について

○薬物を使用した者を刑罰により罰することは、薬物を使用した者が孤立を深め、社会復帰が困難とな

り、ステイグマ (偏見)を助長するおそれがあるとの意見もあるため、大麻について使用罪を創設し
た場合でも、引き続き、薬物乱用者に対する 復支援の対応を推進し、後段に述べる薬物依存症の治□

療等を含めた再乱用防止や社会復帰支援策も併せて充実させるべきではないか。特に、薬物乱用や薬

物依存の背景事情も考慮に入れ、国民への啓発や、薬物依存症からの 復や、社会復帰を目指す者を□

地域共生社会の一員として社会全体で支えるなど、スティグマ (偏見)も考慮に入れた取組を進める
必要がある。

○ なお、平成28(2016)年 6月より、刑の一部の執行猶予制度が導入され、薬物使用者等の罪を犯した
者に対し刑の一部について一定期間執行を猶予するとともに、その猶予中保護観察に付すことが可能

となり、地域社会への移行、社会復帰後の生活の立て直しに際して、指導者・支援者等がより緊密に

連携し、必要な介入を行えることとなつている。
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2 薬物乱用への対応 (大麻乱用に係る対応のあ り方⑤ )

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性



2 薬物乱用への対応 (大麻乱用に係る対応のあ り方⑥ )

イ)成分に着日した規制の導入について

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

○規制すべきはTH⊂を始めとする有害な作用をもたらす成分であることから、従来の大麻草の部位による
規制に代わり、成分に着目した規制を導入し、これを規制体系の基本とする方向で検討を進めるべき
ではないか。

○ その際、麻向法の枠組みを活用することを念頭に、他の麻薬成分と同様、医療上必要な医薬品として
の規制を明確化するとともに、麻薬として施用等を禁止する対象となる成分を法令上明確化していく
べきではないか。

参考・麻薬向精神薬取締法の政令で規定されている大麻成分
△6a(7)― テ トラヒドロカンナビノール (THC)
△6a(10a)― テ トラヒドロカンナビノール (THC)
△フーテ トラヒドロカンナビノール (THC)
△8-テ トラヒドロカンナビノール (THC)(化学合成に限る。)
△9-テ トラヒドロカンナビノール (THC)(化学合成に限る。)
△9(11)―テ トラヒドロカンナビノール (THC)
△10-テ トラヒドロカンナビノール (THC)
化学合成に限らず、大麻由来の物も対象として規定する方向

○ また、上記以外の成分であつて、有害性が指摘されている成分 (丁 HCP′ HHC等)についても、その科学
的な知見の集積に基づき、麻向法、医薬品医療機器等法の物質規制のプロセスで麻薬、指定薬物とし
て指定し、規制していくべきではないか。



2 薬物乱用への対応 (大麻乱用に係る対応のあ り方② )

イ)成分に着目した規制の導入について

○ 一般的に、薬物事犯での薬物使用の立証は、過去の判例等に基づけば、被疑者の尿を採取し、鑑定す

ることにより行つている。このため、大麻の使用を問う場合においても、同様に、大麻使用後の尿中

の大麻成分の挙動を把握しておくことが重要である。

○丁H⊂は体内に摂取された後、代謝され、丁HC代謝物 (丁 HC―C00H― glu)として尿中に排泄されることが

知られており、使用の立証には、丁HC代謝物の丁H⊂―C00Hを定量することを基本とすべきではないか。
その際、現場でのスクリーニング法とGC/MS等の一定の感度をもつた精密な確認試験など、実施可能
な試験方法の導入を検討すべきである。

○大麻の喫煙者に比べて一般に受動喫煙では、尿中に現れる丁HC代謝物の濃度は低く、測定時の濃度によ

り、喫煙者と受動喫煙の区別は可能であると考えられることから、尿検査の実務においては、大麻の

喫煙と受動喫煙によるTHCの摂取を尿中のTHC代謝物濃度で区別することにより対応していくべきでは

ないか。製品に混入するおそれのあるTHCの尿中への代謝物の影響も考慮すべきではないか。
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見 直 しの 考 え 方・ 方 向性



ウ)再 乱用防止及び社会復帰支援について

見 直 しの 考 え 方・ 方 向性

○ 現行の麻薬中毒者制度については、実務上も含め機能していないことから、同制度を廃止する方向で
麻向法の関係条項を改正すべきではないか。その際、同法では、都道府県に麻薬中毒者等の相談に応
ずるための職員 (麻薬中毒者相談員)を置くことが可能とされており、麻薬中毒者相談員を置いてい
る都府県も存在する。薬物依存症等に対する相談体制を様々な形で整えるのは重要であることから、
法令上の位置付けについて検討していくべきではないか。

○ また、大麻に係る使用罪を創設し、薬物乱用に対する取締りを強化しつつも、一方で、大麻を含む薬
物依存者に対する治療や社会復帰の機会を確保することは極めて重要である。そのため、薬物使用犯
罪を経験した者が偏見や差別を受けない診療体制や社会復帰の道筋を作るために関係省庁が一体と
なつて支援すべきではないか。
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2 薬物乱用への対応 (大麻乱用 に係る対応のあ り方③ )


